
000000

　熊本保健科学大学では今年4月1日
に地域包括連携医療教育研究センター
を開設した。このセンターでは熊本市、
合志市などの行政やＮＰＯ、その他民間
施設と連携し、地域包括ケアシステムの
構築に関する調査研究を実施する。そし
て課題を抽出するとともに、解決策やシ
ステムモデルを提言し、地域包括連携
医療における看護師、臨床検査技師、理
学療法士、作業療法士、言語聴覚士の
あるべき姿を明らかにする。さらに研究
成果は、社会に発信し、各学科の教育プ
ログラムに反映させ、教育センターとし
て、学外の諸施設と連携し学生の地域
医療に関する学外実習の充実を図る。
同大学ではこのため、昨年7月には熊本
市、合志市と地域連携協定も締結した。
　「国民の3人に1人が後期高齢者（75
歳以上）になり、介護医療システムの破
綻が懸念される2025年問題。また18歳
人口が減少を開始する2018年問題な
ど医療・介護を取り巻く現状は大きな変
化が予想されています。こういった状況
を踏まえ、大学自体も変革しなければな
らないと考えています。そのため、地域包
括連携医療教育研究センターは新たな
研究・教育活動の場として位置づけてい
ます」と﨑元理事長・学長は同センター
開設の目的を話し、「まだ国内の大学で
同様の教育研究センターがあるという
話は聞いていません。そのためしっかり
とした成果を出し、モデルとなるような機

関にしたい」と意欲を見せる。

　昨年、同大学では教育改革推進会議
を学内に設置し、入学者選抜方針(アド
ミションポリシー:AP)、学位授与方針(
ディプロマポリシー:DP)、カリキュラム
編成・実施方針(カリキュラムポリシー
:CP)の一体性、整合性、実質化を検証
し、必要な改訂の議論を重ねた。その結
果、地域包括ケアシステムの構築を柱と
した、『2025年以降に地域で活躍できる
専門医療人の育成』との目標を策定。具
体策として前述の地位包括連携医療教
育研究センターを設置するほか教育改
革分野では3ポリシーの見直しを行い、
カリキュラム改訂、教育方法改善、教育
成果の見える化に着手する。
　また学生のアカデミックスキル全般
（ライティング・プレゼンテーション・ＰＣ
活用）を支援する部署としてアカデミック
スキルラボを設置した。中でもライティ
ング指導は、個人指導、グループ指導の
2タイプで、添削を行わず指導員と対話
しながら文章作成のプロセスを経験し、
その経験を反復することで文章力の向
上を目指す。また指導員も学内で募集・
養成しており、現在8人の学生が指導員
として活躍している。さらに「短期海外留
学（給付）奨学金」を新たに創設し英語
力と人間力の育成を図る。

　同大学では昨年12月から新たなアリ
ーナの建設に着手した。約1万6千㎡の
敷地に建築面積2500㎡、収容人員
1600人、駐車場は約75台収容という規
模になり、来年3月の完成を予定してい
る。さらに学生の安全を考慮し、ＪＲ西里
駅から同大学までの通学路に街路灯と
車道・歩道を整備する予定だ。﨑元学長
は「2003年の開学当初800人だった学
生数も昨年10月現在約1600人と2倍
になっています。このため、アリーナや駐
車場の容量不足は慢性的な課題でし
た。そのため10年後、20年後の大学の
姿を考えた場合、これら課題を解消し高
品質な教育環境の提供を実現したいと
考えた」と新アリーナ建設の理由を話し
「熊保大の新たなシンボルとなるような
建物にしたい」と期待を寄せている。
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1959年に衛生検査技師養成所として創設した熊本保健科学大学。
現在1学部3学科（3専攻）、大学院保健科学研究科保健科学専攻（修士課程）、
助産別科、キャリア教育研修センター認定看護師教育課程
（脳卒中リハビリテーション看護、認知症看護分野）を擁し、
一貫して保健医療分野の人材育成を続ける同大学の姿勢は全国的評価も高い。
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さきもと・たつろう／1945年１月28日生まれ72歳。
鹿児島県出水市出身。大阪大学大学院工学研究科博士
課程単位取得退学、73年熊本大学工学部講師、79年
助教授、オハイオ州立大学客員助教授、84年教授、
2002年工学部長、熊本大学長（第11代）、04年国立大
学法人熊本大学長（初代）、10年放送大学熊本学習セ
ンター所長、15年4月から現職、専門は橋梁・構造工
学、工学博士、熊本大学名誉教授
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